
北海道爬虫両棲類研究会第８回大会 

北海道爬虫両棲類研究会では下記の予定で,一般聴講も可能なワークショップ、報告及び研究発表会を行います.北

海道ならではの両生類や爬虫類の様々なお話,現状などをお伝えする会となっております.２５日には「塗装ワークショップ・

北海道の爬虫両棲類」を自然史系造形作家の守亜氏が担当してくださいます.２６日の午前には「札幌市南区北ノ沢での

国内外来種アズマヒキガエルの発生に対する取り組みの報告」についてかんガエル代表の徳田龍弘がお話しいたします. 

 

場所 

札幌市円山動物園 動物科学館 （札幌市中央区宮ヶ丘 3番地 1） 

 

1月 25日（土） 開場:9:30 開演:10:00～12:00 

10:00～12:00 自然史系造形作家・守亜 氏 

              「塗装ワークショップ・北海道の爬虫両棲類」 ＊参加要件については裏面に記載 

1月 26日（日） 開場:9:30 開演:10:00～15:10 

10:00～11:00 かんガエル代表・徳田龍弘 

「札幌市南区北ノ沢での国内外来種アズマヒキガエルの発生に対する取り組みの報告」 

11:00～11:15 質疑応答 

11:20～11:45 ハープソン 2019結果報告・表彰式 

11:45～13:00 休憩 

（11:50～12:15 北海道爬虫両棲類研究会総会：会員のみ） 

13:00～15:00 研究発表 ７題（発表題等は裏面に記載） 

15:00～15:10 閉会のあいさつ 

（15:10～16:00 は虫類・両生類館において観覧：会員と発表者のみ） 

 

料金 

聴講無料ですが,動物園入園料を各自ご負担お願い致します.（駐車場：動物園の駐車場 700円／日） 

 

懇親会（18:00～ 予算・4000～5000円程度を予定） 

会場：現在予約中にて未定（大会当日に発行する当日プログラムには詳細を掲載いたします） 

参加される方は,事前に参加の連絡をしていない場合,なるべく早く研究会にご連絡下さい.当日昼前が最終締切ですが,

その際人数が一杯になっていて受け付けられない場合があります. 

 

【講師紹介】 

守亜氏（もりあ） 自然史系造形作家 1975 年倶知安町生まれ、現在は群馬県在住。 モチーフは実在の生物の他、幻想動物等。リ

アルで細密な造形をベースとしているが、生き物のもつ佇まいや雰囲気を最も大事にしている。東京での作品展を活動の中心として国

内外の動物園、博物館でも展示を行なっている。 

 

徳田龍弘氏（とくだ たつひろ） 1975 年札幌市生まれ.北海道爬虫両棲類研究会・副会長,ヘビを中心に爬虫類,両生類,野生動

物に関わることを書いたり,写真を撮影したりしている.専門学校にて両生類爬虫類学や動物感染症学等を担当.日本爬虫両棲類学会

会員,獣医師.北海道爬虫類・両生類ハンディ図鑑を発行.共著で Old World Ratsnakes を出版.北海道レッドリスト,札幌市レッドリ

スト作成に携わる. 

  



研究発表題（当日に増減及び順番の入れ替えの可能性あり）発表 12分,質疑応答３分  発表者に○ 

①遺伝的変異に基づく国内外来種アズマヒキガエル北海道集団の起源の推定  

／ ○鈴木大・川瀬敏彰・保科崇志（東海大・生物）・徳田龍弘（ばいかだWP） 

②北海道に定着した国内外来種アズマヒキガエル３地域集団の外部形態形質の比較  

／ ○鎌田一樹・鈴木大（東海大・生物） 

③北海道札幌市におけるコンクリート壁上のヒガシニホントカゲとニホンカナヘビの出現調査  

／ 〇宮崎真結・河野時廣（東海大・生物） 

④みんなでいれば怖くない？ ～アズマヒキガエル孵化胚を食べて死ぬエゾアカガエル幼生の悲劇～ 

／ ○辻野夢久（北大院・環境）・高井孝太郎・岸田治（北大・北方圏 FSC） 

⑤クロサンショウウオとヤマアカガエルの幼生はアズマヒキガエル孵化幼生（胚）を食べても平気でした 

／ ○岸田治（北大・北方圏 FSC） 

⑥（仮） 

／ ○高井孝太郎（北大・北方圏 FSC） 

⑦ネットオークションにおける国産イモリの販売の現状 

                              ／ ○照井滋晴（PEG）・徳田龍弘（ばいかだWP） 

 

ポスター発表 

 注目される飼育爬虫類の寄生虫病－酪農大野生動物医学センターWAMCの症例を中心に 

                              ／ ○浅川満彦（酪農大・獣） （当日不在） 

 

なお,大会当日に受付で配布するプログラムには,要旨集も添付されます. 

 

 

 「塗装ワークショップ・北海道の爬虫両棲類」 への参加について 

 

アオダイショウ、キタサンショウウオの素体からひとつお選びいただいて水性塗料(臭いはほとんどない安全なものです)

で塗装をします。塗装のポイントなどレクチャーもありますが、自由に塗装したい方もどうぞ参加ください。完成したものは紐

を通してストラップとしても使えます。 

 

定員：20名程度を予定（研究会会員以外の一般参加も可能です） 

参加費：1000円（材料費として）（動物園入園料とは別） 

 

定員があるため、参加には事前予約が必要です。2020年１月１５日必着で、下記に問い合わせ先にメールか郵送で予

約希望を送ってください。希望者が多い場合には、１月 16日に抽選を行い、結果を返送いたします。 

なお、塗装を出来る方は、20 名程度と限らせていただいておりますが、観覧は自由としますので、守亜さんの指導などを

見たい方は、ご自由にご観覧ください。 

 

 

問い合わせ先 

〒005-0021 北海道札幌市南区真駒内本町 7-4-27 北海道爬虫両生類研究会事務局 徳田宛 

syomu@koke-koke.com 

mailto:syomu@koke-koke.com

